
Ⅰ 事 業 報 告

事業実施概要

公益目的事業１（農林業振興事業）

①農地中間管理事業

農業経営の規模の拡大，農用地の集団化，利用の効率化及び高度化の促進を図

り，農業生産性の向上に資するため，農地中間管理機構として茨城県農地中間管

理事業の推進に関する基本方針に基づき事業を推進し，茨城農業を支える担い手

の経営発展を支援した。

事業実施 年目となる農地中間管理事業については， 件 の農

地を借受け， 件 の貸付を行い，その結果，平成 年度末におい

て延べ ㏊の農地が機構を通じて担い手へ集積・集約された。

農地の売買事業については，期首保有面積 に加え を買い入れ，

を売り渡した結果，期末保有面積は となった。

また，貸借事業については，旧農地保有合理化事業で借受けた に公社保

有地を加えた の農地を農業者に貸付けた。

②経営構造対策事業

経営構造対策推進事業について，経営構造コンダクターを中心に，市町村が実施

する経営体育成支援事業等の事業成果の確保を図るため，事業主体である 市町

に対して，点検評価・指導助言・情報の収集提供等を行った。

また，農業構造改善事業等で整備した施設の運営や利活用の状況について調査

して，課題・問題点を明らかにし，経営改善のための指導助言を，事業主体である

市町・ＪＡ等に行い一定の成果を上げることが出来た。

③農業担い手育成事業

茨城県青年農業者等育成センター及び茨城県新規就農相談センターとして，営

農意欲の高い青年農業者等の確保・育成に向け，関係機関・農業団体等との連携を

密接に行い，就農支援活動を効果的に実施できる体制づくりを進めるとともに，就

農相談・啓発講座を実施した。

新規就農相談センター事業では，専任の就農相談員 名を配置し，県内外での

就農相談会，就農啓発講座や就農希望者激励会等を開催することにより，就農に向

けた意識付けを図った。また，就農希望者を受入れ研修指導を行う 産地に対し

て施設等の整備費や研修指導費を助成し，研修拠点の整備を支援した。

その結果，県内全体の就農相談者数は 名（前年 名）となり，そのうち

名（前年 名）が独立就農に至り， 名（前年 名）が農業法人等へ就職し
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たほか， 名（前年 名）が農業経営技術を習得するための農家研修を実施した。

特に，農業無料職業紹介事業（農業分野のハローワーク）では，農業法人等の求

人情報収集や就農希望者への就職あっせんをきめ細やかに実施した結果， 件の

あっせんに対し， 件（前年 件）の雇用契約が成立した。

新規就農者確保対策では，県内 地域の就農支援協議会の活動を支援するとと

もに，就農希望者の研修を受け入れた延べ 農業者等へ支援した結果，研修生 名

が独立就農した。

就農環境づくり対策では，農業関連高校７校の学校農業クラブ活動へ支援すると

ともに，就農希望者に対する短期研修受入活動を 農業者へ支援した。

青年農業者育成対策では，県域の農業者組織 団体の活動を支援するとともに，

青年農業者グループ等が行うプロジェクト活動を支援し，農業技術等に対する課

題解決に向けた実践力を身につけた青年農業者の育成を図った。

④就農支援資金貸付事業

農業大学校・民間研修教育施設や先進農家等での研修，就農に向けた準備等に必

要な経費に活用できる就農支援資金の貸付対象者に対する資金管理を行った。

⑤県有林事業

県有林 指導林及び分収林 の財産管理をはじめ，保育事業においては，下刈，除

伐，保育間伐の保育業務を 受託し，調査業務においては，主伐調査 ，

間伐調査 ，保育間伐調査 の調査業務を受託して，県有林の適正な整

備を図った。

公益目的事業２ （特定鉱害復旧事業）

①特定鉱害復旧事業

特定鉱害復旧事業基金をもとに，石炭鉱業における地表から 以内の採掘又は

坑道跡の崩落に起因する鉱害復旧事業に関する業務として関係市（北茨城市，高萩

市，日立市）と調整を図った。

公益目的事業３（自然観察施設管理運営事業）

①自然観察施設管理運営事業

自然観察施設「茨城県民の森等 県民の森・植物園・熱帯植物館・森のカルチャ

ーセンター・きのこ博士館 」，「茨城県水郷県民の森」，「茨城県鳥獣センター」の

管理運営業務を県から受託し，県民が自然に親しみ安らぎ 憩いの場となるよう事

業計画に基づく催事，管理運営業務を実施した。また，植物やきのこに関する相談，
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各種展示会，体験教室，園芸教室を行うとともに，来園者が楽しみながら学べるよ

う緑のインタープリター 緑の解説員 を配置し，四季折々の植物や昆虫などの観察

会を行い 県民へのサービス向上に努めた。

また 野生傷病鳥獣の保護・救護に努め 野生鳥獣保護の普及啓発を図った。

さらに，緑化啓発事業を県緑化推進機構から受託して緑の少年団交流集会等を開

催し 自然にふれながら緑の大切さや緑の保全など緑化意識の高揚に努めた。

公益目的事業４（採種・振興事業）

①採種・振興事業

県が定める「茨城県稲，麦類及び大豆種子の生産と供給に関する要綱」等に基づ

き，関係機関と連携し，主要農作物（稲・麦類・大豆）及び，そば・常陸大黒の優

良種子の計画的な生産と普及に取組むとともに，現地審査の立会や現地研修会等

を開催し種子事故の事前防止に努めた。

また，種子に起因する種子事故の補償積立及び備蓄種子の残量処理，主要農作物

の生産振興や消費宣伝等の取組みを行った。

さらに，農業改良を推し進めるため，稲作とそば作において優良な農家・経営体

の奨励や主要農作物等の生産・販売・技術などに係る情報提供に努めた。

（１）主要農作物等種子の生産確保対策

各市町村穀物改良協会から提出された種子更新計画や県が策定した採種計画，

並びに，作付動向や国の米政策等を踏まえた種子生産計画を策定し，種子場 に

委託し優良種子の確保に努めた。

種類別では，平成 年産水陸稲種子は，生産計画 ｔ（委託面積 ）

を 種子場 に生産委託し 主要品種，飼料用米品種の買い増しを行い計画比

の ｔを確保した。

麦類種子は，生産計画 ｔ（委託面積 ）を 種子場 に生産委託

し，小麦は計画比 ％の ｔ，大麦は計画比 の ｔを確保した。

大豆種子は，生産計画 ｔ（委託面積 ）を４種子場 に委託し 埼玉県

米麦改良協会からの大粒種「里のほほえみ」の受注もあり，計画比 の ｔ

を確保した。

そば種子は，生産計画 ｔ（委託面積 ）に対して 収穫期の天候の影響に

より，種子としての確保は ｔに留まった。不足分は一般栽培種子を転用し，計

画比 の ｔを確保した。

また，県のオリジナル品種「常陸大黒」の種子は，生産計画 （委託面積 ）

を１種子場 に委託し，計画通り を確保した。
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（２）種子の需給調整と優良種子生産対策

種子の安定供給と不作時のリスクを考慮し，計画的な備蓄に努めるとともに，

種子需給の適正化を図る観点から，予約注文の早期取りまとめと備蓄種子の活用

に取組んだ。なお，備蓄期間を過ぎた種子は毎年処分を実施しているが，平成

年度においては， ｔの残量処理及び の回転備蓄種子の販売が行われ，平成

年度から始まった残量処理種子の持越しは，ほぼ解消する見通しとなった。

また，優良種子の生産対策としては，茨城県採種部会協議会と連携し現地検討

会や現地研修に取組むとともに，各種子場において実施する圃場・生産物・下見

審査会への立会や混種確認圃場の設置などを行い，種子事故の防止に努めた。さ

らに，種子の配布前に「種子の調製程度確認会」を開催し，本年産種子の品質確

認を行った。

しかしながら，平成 年播種用 平成 年産 「あきたこまち」について，イ

ネもみ枯細菌病による種子事故が発生したため，「主要農作物種子事故運営規程」

に基づき，共済補償として，総額 円の支払を行った。

 
（３）主要農作物等の生産振興と品質向上対策

主要農作物等に係る生産技術や品質向上を図るため，機関誌「穀物改良」の発

行や各種チラシ・栽培暦等の配布により普及と啓蒙に努めた。

（４）主要農作物等の銘柄確立と消費宣伝対策

県産の主要農作物の銘柄化を図るため，茨城県産米銘柄化協議会，ふくまる推

進協議会や関係機関と連携し銘柄確立に努めた。

県オリジナル品種「常陸秋そば」については，常陸秋そば振興協議会と一体と

なり，常陸秋そば使用店 店舗に対してのぼりとＰＲ資料を配布，ホームペー

ジに常陸秋そば提供店の紹介をするなど，知名度向上を図った。また，「そば打ち

教室」を開催するなどＰＲに努めた。

落花生については，全国落花生協会と連携を図りＰＲ資料やサンプルの配布を

行ない消費宣伝に取組むとともに，県内の小学校に落花生の栽培体験学習を呼び

かけ，参加校 校には食育の一環として，種子の無償配布と栽培マニュアルの

提供を行い，栽培後に児童から寄せられた感想を文集として作成し配布した。

また，昨年に引き続き消費拡大に向け落花生教室を開催し，参加者からは今後

も定期的に開催して欲しいとの要望があった。

（５）農業改良奨励事業

県産米の安定生産や品質向上，生産コストの低減等に取組んでいる優良な稲作

生産者や経営体の育成と県産米の品質改善等に寄与することを目的に稲作共進

会を開催し 優良生産者の表彰を実施した。

また，畑作振興・稲作転換作物としての「常陸秋そば」の生産振興や品質向上
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に取組んでいる優良なそば生産者や経営体についても，そば共進会を開催し表彰

を行った。

そば共進会の上位入賞者については，一般社団法人日本蕎麦協会主催の全国そ

ば優良生産表彰事業に推薦を行い，（株）光ファームが農林水産大臣賞を受賞した。

＊第 回茨城県稲作共進会 最優秀賞

高萩市 （株）誠和農場 （代表取締役 下山田 仁吾 氏）

＊第 回茨城県そば共進会 最優秀賞

境町 （株）光ファーム（代表取締役 篠塚 光一 氏）

公益目的事業５（原種生産事業）

①原種生産事業

主要農作物（水陸稲・麦類・大豆）の原種生産を県からの委託により取組んだ。

具体的には，優良な種子生産を行う指定採種圃で必要な原種を生産するため，

県が所有する原種生産圃場（ ）で稲・麦・大豆別に１年１作を原則として作

付し，異株除去や機械・施設の徹底清掃を行い，生産に当たっては，適切な栽培管

理・適期収穫・的確な乾燥と調製などを行い品質管理に努めた。

平成 年度については，稲で 品種，麦類で 品種，大豆で 品種の原種生産

に取組んだ。

確保状況は，天候にも恵まれたため，稲については計画対比 の ，

麦類は計画対比 の ，大豆は計画対比 の の確保となっ

た。

公益目的事業６（園芸振興事業）

①組織対策事業

（１）品目別振興対策協議会運営事業

系統組織，任意組合や個人出荷者を含めた地域単位の品目別生産者協議会の運

営を支援した。また，６つの県域生産者組織（品目別振興対策協議会，以下協議

会）を中心に，栽培技術研修会，先進事例研修会や消費宣伝ＰＲ活動（イーアス

つくば，いばらき食と農のポータルサイト）など，生産組織，生産者等が行う自

主的な活動を支援した。

また，協議会のリーダーをはじめ，その他県内生産者組織のリーダーや関係者

等を一堂に会した交流会や研修会を県等関係機関，団体等と調整のうえ開催した。
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②生産対策事業

（１）園芸団体等強化支援事業

国の燃油価格高騰緊急対策事業や，加工・業務用野菜生産基盤強化事業に取組

む系統外の生産者または組織に対して，事業実施に必要な書類の作成等を支援し

た。

また，果樹産地の維持発展並びに県内果樹生産者の経営改善を図るため，果樹

経営支援対策事業（国）を活用して，優良品目・品種への改植，かん水施設の整

備，果樹未収益期間支援事業に対する支援を行った。

（２）園芸振興表彰事業

県内の９団体が実施する品評会等表彰事業において，「公益社団法人茨城県農林

振興公社理事長賞」を交付した。

（３）花の展覧会支援事業

イーアスつくばにおいて開催された，第 回茨城県花の展覧会（平成 年

２月 日～ 日）において，共催団体として参画した。

③流通対策事業

（１）県産野菜消費拡大事業

県産野菜に対する関心の向上を図るとともに，野菜の有用性の理解促進と特に

若年層での野菜摂取による健全な食生活の普及・定着を進めるため，（学法）中川

学園に委託して，県内７校の小・中学校の児童及び生徒，関係者等を対象とした

料理セミナーを実施した。

また，５月に県販売流通課が実施した｢茨城メロンキャンペーン 大阪｣の

他，県内関係機関，団体等が実施する，県産野菜等の販売促進・消費ＰＲ活動に

対して支援を行った。

（２）エコ農業茨城推進に関する農産物認証マークの作成・販売

「いばらき特別栽培農産物」を支援するため，農産物認証マークを配布（有償）

した。

④園芸種苗事業

茨城県が育成したオリジナル品種の採種，増殖に取組み，産地・生産者へ供給した。

（１）赤ネギ「ひたち紅っこ」

平成 年 月に採種した種子を， ℓ（面積換算 ）販売した。 月から

平成 年度販売種子の採種栽培を行なっており，平成 年 月に採種予定であ

る。
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（２）イチゴ「ひたち姫」，「いばらキッス」

月までに｢ひたち姫｣ 株，｢いばらキッス｣ 株の親苗を増殖した。

月末までに「ひたち姫」 株（面積換算 ），「いばらキッス」 株（面積

換算 ）を販売した。

（３）メロン「イバラキング」

平成 年度販売用種子約 粒を採種した。また平成 年度に採種した

種子の純度検定を行ない，平成 年度販売用種子約 粒を確保した。

種子は 月下旬から，セル接木苗は 月から販売を開始し，種子 粒，

接木苗 本を販売した（面積換算 ）。

（４）コギク「常陸シリーズ」

「常陸サマースター」など 品種 株の親株を増殖した。 月下旬から販

売を開始し，親株 株を販売した。

公益目的事業７（環境保全事業）

（１）農業用プラスチックの回収

１）農業用塩化ビニール（農ビ）回収量 ﾄﾝ（前年比 ％）

・うち，排出事業者による直接搬入 ﾄﾝ（前年比 ％）

２）農業用ポリエチレン（農ポリ）回収量 ﾄﾝ（前年比 ％）

３）登録農家数 戸（前年比 ％）

（２）農業用プラスチックの中間処理

１）農業用塩化ビニール（農ビ）からグラッシュ生産 ﾄﾝ

２）農業用ポリエチレン（農ポリ）の一部（農 ）を圧縮減容処理 ﾄﾝ

（３）農業用ポリエチレンの適正処理推進

市町村ごとの排出事業者が農ポリを産廃処理業者 （株）サニックスひたちなか

工場， 株 関商店及び（株）あおぞら に処分委託し，適正に処理されるよう支援し

た。 ﾄﾝ

（４）農業用プラスチック適正処理の啓発，普及指導

１）啓発資料の作成，配布 枚

２）市町村を対象とした環境保全事業推進会議等の開催 回

（５）園芸リサイクルセンターの運営

県から貸与を受けている排水処理施設が老朽化したため，操業を２ヶ月間停止し，
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県の修繕工事と同時期に修繕工事を行った。

また，産業廃棄物保管場所の整理を行い，リサイクルできない劣化品等を最終処

分場で処分した。 ﾄﾝ

（６）園芸リサイクルセンター地元推進協議会の支援

・ホタル再生活動（園芸リサイクルセンター排水路）

平成 年 月 日（日）ゲンジ及びヘイケボタル幼虫の放流（約 頭）

（７）放射性物質の検査及び対応

１）受入れた農ビ，農ポリ等の放射能濃度検査 ６回

２）指定廃棄物の管理：テント倉庫内で一時保管（継続） ﾄﾝ

・保管容器のフレコンバックが耐用年数の 年を超えたため，環境省

へ入替の要請を行った。

３）洗浄残土の処分：管理型処分場への埋立処分及び中間処分 ﾄﾝ

公益目的事業８（野菜価格安定事業）

野菜の安定的供給確保と野菜農家の経営安定に資するため，県単野菜価格安定供

給事業及び特定野菜等供給産地育成価格差補給事業を実施してきた。

２事業の対象品目は延 品目で，交付予約数量は トン，平成 年４月

から平成 年３月 日までに交付された交付金は２事業併せて 千円とな

っている。

また，独立行政法人農畜産業振興機構からの受託事業として，緊急需給調整の円

滑な実施を図るため，指定３品目（秋冬はくさい，冬にんじん，冬レタス）につい

て作柄等の調査を行い，県内での当該作物の生産出荷動向等に関する情報の収集を

行った。
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収益事業１（農林業基盤整備等受託事業）

①農業コンサルタント事業

茨城６次産業化サポートセンターとして，本県の農林水産物の高付加価値を高

めるため，６次産業化に取り組む農林漁業者等に対して専門家（茨城６次産業化プ

ランナー）を派遣し，新たな商品の開発や販路開拓等を支援した。また，６次産業

化委託加工先食品企業等を調査しデータベースを作成する業務を県から受託した。

さらに，土地改良事業実施に伴う営農意向調査及び農地流動化計画策定等業務

を県内７市３町より１０件受託した。

②農用地等造成事業

県，市町村及び関係団体等の保有する用地の管理業務を１０件受託した。

また，農地耕作条件改善事業については，北茨城市他４市１町にて実施し，農地

中間管理事業で借り入れた農地の畦畔除去，段差修正による の大区画化，

暗渠排水整備等による の条件改善整備を行い，借り手農家における農作業

効率の向上を図った。

③林業緑化コンサルタント事業

県及び市町村等から治山事業５件，森林公園等整備事業など６件に係る調査測量

設計等業務や採種園等管理業務を受託し，県及び市町村が推進する治山等事業と県

土の保全や水資源のかん養，保健休養の場の提供等森林の有する多面的機能の発揮

向上に寄与した。

収益事業２（種苗販売事業）

①種苗販売事業（プラグ苗（セル成型苗）生産および産地等支援）

県内産地からの注文に応じてプラグ苗の生産・供給を行った。また，新品目導入

の取り組みに対する試作苗及びいきいき茨城ゆめ国体・いきいき茨城ゆめ大会花い

っぱい運動の花苗を生産・供給した。

－9－



２　事業実績
公益目的事業１（農林業振興事業）

①　農地中間管理事業

（ア）農地中間管理事業 （利用権の始期ベース）

件 ％ 件 ％

％ ％

主な活動実績

項　　　目 実　　　　　　績
平成30年度新規地区 17市町村40地区
平成26年度～平成30年度の累計地区数 40市町村246地区
31市町村　325.7㏊
82機関 （内訳） 44市町村 7市町農業公社等

17ＪＡ 13土地改良区 県農業会議
参加者 市町村・ＪＡ・土地改良区等関係機関担当者

農業委員会（農業委員・農地利用最適化推進員）
認定農業者等農業者 約700名

（イ）売買事業（特例事業）

件

件

（ウ）貸借事業（旧農地保有合理化事業）

件 千円

かすみがうら市

面 積 金 額 面 積 金 額

計

　　　　　　　　　区　　分
　項　　目

売 渡

映像媒体の活用による広報活動
デジタルサイネージを活用した広報
　茨城県信連・10ＪＡ・常陽銀行本支店132ヵ所

期 末 保 有 高
件　数

Ｈ30実績 対前年比 Ｈ30実績 対前年比
借 受 貸 付

30年度末中間管理権設定状況（㏊）

面 積

件 数

借受面積 貸付面積 保有面積

モデル地区の設定

再配分による集積・集約

業務委託契約締結数

農地の集積・集約化推進大会の開
催

　　　　　　　　　区　　分
　項　　目

期 首 保 有 高 買 入
面 積 金 額 件 数 面 積 金 額

千円担 い 手 支 援 事 業 農　地 千円

計

公 社 事 業 農　地

担 い 手 支 援 事 業 農　地 千円 千円

公 社 事 業 農　地

　　　　 　区　　分
項　　目

借 入 貸 付
備 考

件数 面積 金額 件数 面積 金額

計

千円 常陸太田市　他

使 用 貸 借

賃 借 権
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②　経営構造対策事業

区　　　分

　  事業の円滑な推進が図られるよう県及び関係機関と連絡調整を行った。

　・低利用施設に対する支援・指導

　・経営体育成支援事業について

　及び評価，改善措置に関する指導助言を行った。

（経営体育成支援事業で整備した施設，機械の該当市町）

　・常陸太田市,水戸市,茨城町,笠間市,小美玉市,鉾田市,行方市,

　  石岡市,牛久市,つくば市,守谷市,つくばみらい市,利根町,

　　河内町,稲敷市,筑西市,下妻市,古河市,常総市,五霞町

　・笠間市　　：地域食材供給施設，直売施設（笠間市）

　・鉾田市　　：農畜産物集出荷貯蔵施設（茨城旭村農業協同組合）

　・つくば市　：農産物加工施設，堆肥舎（有限会社みずほ）

　・下妻市　　：総合交流ターミナル施設，直売所「ビアスパーク」(下妻市）

　・五霞町　　：複合経営促進施設（五霞花卉園芸組合）

　・茨城県　　：大型農機整備兼実習棟（全農いばらき）　※（　）は事業主体名

　・就農支援者研修会

　・常陸大宮市：ライスセンター（常陸農業協同組合）

　・大子町　　：地域食材供給施設（（有）みらんど）

　・鹿嶋市　　：堆肥舎（鹿嶋市農業公社）

　・石岡市　　：農畜産物処理加工施設（やさと農業協同組合）

　・那珂市　　：体験及び直売施設（旧瓜連町）

　・守谷市　　：乳製品加工所（大八州開拓農業協同組合）

情 報 の 収 集 及 び 提 供

　・農業担い手確保育成推進協議会

　　　　　　　　　　事業費　　9,986千円

事　　　　業　　　　内　　　　容

指 導 推 進 会 議 の 開 催

事 業 等 の 点 検 評 価

　　経営体育成支援事業の実施状況及び，成果目標の達成状況についての点検

経 営 確 立 指 導 調 査

　　農業構造改善事業等で整備した施設の利用状況調査を実施し,指導助言を
　行った。

　　県内外の優良事例及び，事業実施上の課題等に関する情報等の収集・提供を
　行った。
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③　農業担い手育成事業

区分 事　　業　　名 事業費
千円

　新規就農希望者等が円滑に就農できる支援体制の整備及び

就農相談活動の実施

　・茨城県農業担い手確保育成推進協議会の開催　1回

  ・就農相談活動の実施

  　　就農相談員の設置　　　4名

　　　就農相談会の開催　　　42回（県内21回，県外21回）

　　　就農相談者数　　 　　 987名（延べ2,243件）

　・新規就農支援会議の開催　3回

　・就農支援者研修会の開催　1回（121名）

　・就農啓発講座等の開催　　6回（延べ316名）

　・就農希望者激励会「目指せニューファーマーのつどい」

　　　　　　　　　　　　1回（126名うち就農希望者58名）

　・農業無料職業紹介の実施

　　　求人情報収集　延べ528件

　　　相談件数485件，斡旋件数84件，雇用成立53件

　就農希望者を積極的かつ継続的に受入れて研修を行う産地等

に対し，研修に必要となる施設等の整備費や研修受入れに係る

指導費を助成

　・対　象：3戸以上の農業者組織で共同出荷している団体

　・助成額（整備費）：7,300千円

　・助成額（指導費）：1,200千円

小　計

　地域の就農支援協議会が行う新規就農者の確保に向けた活動

への助成

　・対　象：地域就農支援協議会（12協議会）

　・助成額：　21千円～50千円

　農家子弟や新規参入者等の新規就農希望者を研修生として

受け入れる組織等への助成

　・対　象：研修生を受け入れた延8件の受入組織等

　・研修生：農家子弟及び45歳未満の認定就農者（次世代人材

　・助成額：月額100千円

小　計

　農業関連高校学校農業クラブ活動への助成

　・対　象：学校農業クラブ（7団体）

　・助成額：各100千円

　3日以上の農業体験研修を受け入れる農業経営士等への助成

　・対　象：研修生を受け入れた農業経営士等（研修生9名）

　・助成額：10千円

小　計

就
農
環
境
づ
く
り
対
策

学 校 農 業 ク ラ ブ
活 動 助 成 事 業

短期農業体験研修
助 成 事 業

新
規
就
農
者
確
保
対
策

地域就農支援協議
会 活 動 助 成 事 業

ニューファーマー
育成研修助成事業

　　　　　　投資資金（準備型）対象者を除く）等

事　　業　　内　　容

新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー

事
業

新規就農相談セン
タ ー 事 業

産地担い手確保・
育 成 応 援 事 業 （７産地）
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区分 事　　業　　名 事業費
千円

　交流会，研修会等を行う農業者組織活動への助成

　・対象及び助成額

　　　　　　茨城県農業研究クラブ連絡協議会　300千円

　　　　　　茨城県農業経営士協会　　　　　　400千円

　　　　　　茨城県女性農業士会　　　　　　　250千円

　　　　　　茨城県青年農業士連絡協議会　　　250千円

　新規就農者等とともに青年農業者グループ等が普及センター

の指導を得て行う自主的調査研究活動への助成

　・対　象：中央アグリクラブ，茨城町4Ｈクラブ，

　　　　　　坂東市岩井４Ｈクラブ，鬼怒４Ｈクラブ

　　　　　　つくばみらい4Ｈクラブ，鉾田市４Ｈクラブ

　　　　　　ひたちなか市農業後継者クラブ，ミラクル

　　　　　　TRICK，筑西市４Ｈクラブ関城支部

　・助成額：80千円～200千円

農業担い手育成事業・就農啓発活動のための事務費

④　就農支援資金貸付事業

貸付金残高

千円

　農業技術習得のための研修や住居移転等の就農準備に必要な

就農支援貸付金の資金管理。

就 農 支 援 活 動 推 進 事 業

合　　　計

事　　業　　名 事　　業　　内　　容

就 農 支 援 資 金 貸 付 事 業

青

年

農

業

者

育

成

対

策

農 業 者 組 織 活 動
助 成 事 業

青 年 農 業 者 等
プロジェクト活動
助 成 事 業

小　　　計

事　　業　　内　　容
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⑤　県有林事業

区　　分 種　　　　別 事 　業 　量 受　託　金　額

管 理 運 営 千円 

資 料 収 集

下 刈

除 伐

保 育 間 伐

施設整備 作 業 道 整 備 17,200 ｍ 

主 伐 調 査

間 伐 調 査

保 育 間 伐 調 査

計

調　　査

保　　育

県　　　有　　　林　　　事　　　業

管　　理 一  式
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公益目的事業２　（特定鉱害復旧事業）

①　特定鉱害復旧事業

事業費

千円

・茨城県，北茨城市，高萩市，日立市との情報交換を行った。

区　　　分 事　　　業　　　内　　　容

調 査 活 動 の 実 施
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公益目的事業３　（自然観察施設管理運営事業）

①　自然観察施設管理運営事業

　　事業・施設名

　区　分 植 物 園 熱 帯 植 物 館 県 民 の 森 きのこ博士館
森 の カ ル
チ ャ ー

計

施 設 面 積 　　　　　－

棟 棟 棟 棟 棟

建 物 　　　　　－

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

延 床 面 積 　　　　　－

事 業 費

事業・施設名
水郷県民の森
管 理 事 業

鳥獣センター
管 理 事 業

区　分 水郷県民の森 鳥獣センター

施 設 面 積

棟 棟 棟

建 物

㎡ ㎡ ㎡

延 床 面 積

事 業 費 20,424千円 9,030千円 147,708千円

（ア）年間利用者

施設名 利用種別 利用者数

植 物 園 入 園 者
 57,234人
(28,132人)

熱 帯 植 物 館 入 館 者  42,153人

県 民 の 森 入 園 者 103,006人

き の こ 博 士 館 入 館 者 34,503人
森 の カ ル チ ャ ー
セ ン タ ー

〃 45,249人

水 郷 県 民 の 森 入 園 者 82,783人

鳥 獣 セ ン タ ー 〃 85,785人

注：（　）内書は有料利用者数

（イ）緑の相談・きのこ相談

区　　分

緑 の 相 談 　栽培管理等について

き の こ 相 談 　きのこ同定

合 計

（ウ）緑のインタープリター（緑の解説員）など案内

区　　分

植 物 等 の 観 察 会

（エ）鳥獣センター

区　　分

保護・救護

②　緑化啓発事業

実施箇所 事業費

  ・緑の少年団交流会　             千円

  ・森林・林業体験学習　 

276件 野生傷病鳥獣

事　　業　　名 　内　　　容

緑 の 体 験 交 流 事 業
水郷県民の森

他

人　　　数 備　　　考

562人 　自然体験ツアー・校外学習など

件　　　数 備　　　考

件　　　数 備　　　考

357件

848件

 1,205件

 平成6年11月開館

 昭和43年4月開園

 平成10年4月開館

 平成2年5月開館

 平成18年4月開園

 昭和44年5月開園

茨　城　県　民　の　森　等　管　理　事　業

　　　　　　　　　118,254千円

合　　　計

備　　　考

 昭和56年4月開園

　注：熱帯植物館施設面積は植物園に含まれる。
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（年間行事実績）

年　月　日 場　　所

  30.4. 1～ 5. 6 き の こ 博 士 館

     4. 4～ 4.11 植 物 園

     4.14～ 4.15 春の山野草展 水 郷 県 民 の 森

植 物 園

     4.18～ 4.22 植 物 園

     4.18～ 5. 6 熱 帯 植 物 館

     4.28～ 4.30 植 物 園

     5. 3～ 5. 6 植物園 熱帯植物館

     5. 3～ 5. 5 植 物 園

     5.12～ 5.13 植 物 園

     5.18～ 5.20 植 物 園

     5.26～ 5.27 植 物 園

     6. 1～ 6. 3 植 物 園

     6. 8～ 6.10 植 物 園

     6.16～ 6.17 植 物 園

     6.22～ 6.24 植 物 園

     6.29～ 7. 1 植 物 園

     7. 4～ 7. 8 植 物 園

     7.11～ 7.18 植 物 園

     7.21～ 7.29 植 物 園

     8. 4～ 8.12 植 物 園

     8. 4～ 8.26 熱 帯 植 物 館

     8.16～ 8.19 植 物 園

     8.18～ 8.19 植物園 熱帯植物館

     8.25～ 9. 2 植 物 園

     9. 5～ 9.17 植 物 園

     9. 8～11.13 き の こ 博 士 館

     9.22～ 9.30 植 物 園

    10. 7～10. 8 植物園 熱帯植物館

    10.12～10.14 植 物 園

    10.13～10.14 秋の山野草展 水 郷 県 民 の 森

    10.20～10.21 植 物 園

    10.27～10.28 植 物 園

    10.27～11.13 熱 帯 植 物 館

    11. 1～11. 7 植 物 園

    11.10～11.13 植 物 園

植物園 熱帯植物館

    11.17～12. 2 植 物 園

    11.24～11.25 植 物 園

    11.24～11.25 植 物 園

    12. 1～12.24 熱 帯 植 物 館

    12. 7～12. 9 植 物 園

Xmasキャンドルナイト in 植物園 植物園 熱帯植物館

    12.15～12.24 植 物 園

 　 12.27～ 1.14 植 物 園

 31. 1.18～ 1.20 熱 帯 植 物 館

     1.19～ 2. 3 植 物 園

     2. 9～ 2.11 植 物 園

     2.23～ 3. 3 植 物 園

     3. 8～ 3.10 植 物 園

     3.15～ 3.31 植 物 園

（講座等の開催実績）

開　催　日 催　　事　　名 件　数 参加人数 場　　所
   30. 4.  1　他 自然体験ツアー（観察会・体験教室） 茨城県民の森・植物園他

   　　4. 14 他 里山づくり 水 郷 県 民 の 森

       4. 15 他 ハーブクラフト教室 植 物 園

       4. 15 他 自然観察会・野外講座 水 郷 県 民 の 森

       4. 22 他 ネイチャーゲーム体験 植 物 園

       4. 28 他 森の工作広場 森の ｶ ﾙ ﾁ ｬ ｰ ｾ ﾝ ﾀ ｰ 他

       5. 11 他 フラワーアレンジメント教室 植 物 園

       5. 12 他 植物園ガイド 植 物 園

       6. 17 他 きのこ博士のミニ講座 き の こ 博 士 館

       4. 14 他 その他の観察会等 植 物 園

植物園の四季～写真展Part8～

早春の草花フェア

小さなおひなさま展

シュンラン展

和紙ちぎり絵展

クリスマスマーケットin植物園

シクラメンフェア

トールペイント展

第10回大好きミドリン（水土里）子ども絵画コンクール入賞作品展

早春の洋ラン展

トロピカルクリスマス

日本シュンラン秋季展

アジアの雑貨展

水彩画同人会展

秋の盆栽展

秋まつり (県民の日)

ハーブで楽しむクリスマスリースと小物展

バードカービング展～木彫りの鳥～

四季の植物画展

パネル展　きのこ狩りシーズンを迎えて

ウッドバーニングとペット画展

ハロウィ～ンda植物園

秋のバラ展

秋の山野草展・いわひば展

茨城のきりえ展

もりやしんいち写真展～植物のこころを想う【1】～

食虫植物展

ひょうたんランプ展

ナイトガーデン・ナイトツアー

押し花展

ハーブ展～ハーブとアロマを楽しむ素敵な暮らし～

野生蘭・山野草展

ウチョウラン展・水石展

陶の鳥と器

竹細工展

楽しいスケッチ作品展

春まつり

エビネ展

変異植物展

季節の盆栽展

春のバラ展

さつき展

行　　　事　　　名

パネル展　山の恵み山菜

つばき展

小さな旅の水彩画展

熱帯の昆虫展

春の山野草展・いわひば展

和紙植物写真展「一紙一葉」

－17－



公
益

目
的

事
業

４
　
（
採
種
・
振
興
事
業
）

　
①
採
種
・
振
興
事
業

１
．
平
成
２
９
年
産
（
３
０
年
播
種
用
）
水
陸
稲
種
子
品
種
別
配
布
実
績

（
単
位
：
ｋ
ｇ
，
ｈ
ａ
）

３
０
年
用

残
量
処
理

種
子
更
新

生
産
計
画

採
種
圃

前
年
備
蓄

県
外
導
入

合
 計

（
県
外

合
 計

数
量

計
画
数
量

数
  
 
 量

面
　
 
積

合
格
種
子

準
種
子

種
  
 
 子

種
  
 
 子

移
出
）

（
Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ
）（

Ｃ
）

一
番
星

あ
き
た
こ
ま
ち

美
  
山
 
 
錦

－
－

ふ
く
ま
る

ひ
と
め
ぼ
れ

チ
ヨ
ニ
シ
キ

ミ
ル
キ
－
ク
ィ
－
ン

－
－

コ
シ
ヒ
カ
リ

キ
ヌ
ヒ
カ
リ

ゆ
め
ひ
た
ち

ひ
た
ち
錦

日
  
本
 
 
晴

－
－

そ
　
の
　
他

－
－

水
稲
う

る
ち

 計

コ
コ
ノ
エ
モ
チ

－
－

マ
ン
ゲ
ツ
モ
チ

そ
　
の
　
他

－
－

水
稲
も

ち
 
計

水
 稲

 計

ト
ヨ
ハ
タ
モ
チ

ひ
た
ち
は
た
も
ち

陸
 稲

 計

夢
あ
お
ば

月
の
光

ホ
シ
ア
オ
バ

－
－

そ
の
他

－
－

－

飼
 料

 用
 計

※
残
量
処
理
数
量
が
負
の
値
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
前
年
産
よ
り
古
い
種
子
を
販
売
し
た
。

備
蓄
数
量

県
内
採
種

転
用

予
約
分

当
用
分

（
回
転
備

蓄
実
績
）

種
  
 
 子

  
 
 確

  
 
 保

  
 
 数

  
 
 量

陸 稲 飼 料

合
　
　
計

種 類
品
　
　
種
　
　
名

配
  
 
 布

  
 
 実

  
 
 績

  
 
 数

  
 
 量

生
  
 
産
 
 
 計

  
 
画

水 稲

－18－



２
．

平
成

２
９

年
産

（
３

０
年

播
種

用
）

大
豆

・
そ

ば
種

子
品

種
別

配
布

実
績

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

単
位

：
ｋ

ｇ
，

ｈ
ａ

）

３
０

年
用

種
子

更
新

生
産

計
画

採
種

圃
前

年
備

蓄
県

外
導

入
合

 
計

県
外

合
 
計

計
画

数
量

数
 
 
 
 
量

面
 
 
 
積

合
格

種
子

準
種

子
種

 
 
 
 
子

種
 
 
 
 
子

移
出

数
量

 
（

C
）

（
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

）

タ
チ

ナ
ガ

ハ

里
の
ほ
ほ
え
み

ハ
タ

ユ
タ

カ

納
豆

小
粒

そ
 
の

 
他

計

常
陸

秋
そ

ば

計

３
．

平
成

３
０

年
産

（
３

０
年

播
種

用
）

麦
類

種
子

品
種

別
配

布
状

況

３
０

年
用

種
子

更
新

生
産

計
画

採
種

圃
前

年
備

蓄
県

外
導

入
合

 
計

県
外

合
 
計

計
画

数
量

数
 
 
 
 
量

面
 
 
 
積

合
格

種
子

準
種

子
種

 
 
 
 
子

種
 
 
 
 
子

移
出

数
量

 
（

C
）

（
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

）

さ
と

の
そ

ら

き
ぬ

の
波

ゆ
め

か
お

り

ユ
メ

シ
ホ

ウ

そ
の

他

計

カ
シ

マ
ム

ギ

カ
シ

マ
ゴ

ー
ル

そ
の

他

計

キ
ラ

リ
モ

チ

そ
の

他

計

ミ
カ
モ
ゴ
－
ル
デ
ン

ア
ス
カ
ゴ
ー
ル
デ
ン

計

※
残

量
処

理
数

量
が

負
の

値
に

な
っ

て
い

る
の

は
、

前
年

産
よ

り
古

い
種

子
を

販
売

し
た

。

転
用

種
子

予
約

分

種 類そ ば

備
蓄

数
量

県
内

採
種

品
種

名
種 類

県
内

採
種

生
 
 
 
産

 
 
 
計

 
 
 
画

当
用

分

麦
類

合
計

配
 
 
 
 
布

 
 
 
 
実

 
 
 
 
績

 
 
 
 
数

 
 
 
 
量

品
種

名

生
 
 
 
産

 
 
 
計

 
 
 
画

種
 
 
 
 
子

 
 
 
 
確

 
 
 
 
保

 
 
 
 
数

 
 
 
 
量

種
 
 
 
 
子

 
 
 
 
確

 
 
 
 
保

 
 
 
 
数

 
 
 
 
量

（
回

転
備

蓄
実

績
）

配
 
 
 
 
布

 
 
 
 
数

 
 
 
 
量

二 条 大 麦裸 麦

備
蓄

数
量

予
約

分
当

用
分

六 条 大 麦

残
量

処
理

数
量

平
成

3
1
年

3
月

3
1
日

現
在

 
（

単
位

：
ｋ

ｇ
，

ｈ
ａ

）

転
用

種
子

残
量

処
理

数
量

小 麦

－19－



４
．
平
成
３
０
年
産
（
３
１
年
播
種
用
）
水
陸
稲
種
子
　
品
種
別
確
保
実
績
及
び
種
子
申
込
状
況
表

平
成
３
１
年
３
月
３
１
日
現
在
　
（
単
位
：
ｋ
ｇ
，
ｈ
ａ
）

３
１
年
用

種
子
更
新

生
産
計
画

採
種
圃

前
年
備
蓄

県
外
導
入

合
 計

合
 計

計
画
数
量

数
  
 
  
 
量

面
　
 
積

合
格
種
子

準
種
子

種
  
 
 子

種
  
 
 子

一
番
星

あ
き
た
こ
ま
ち

美
  
山
 
 
錦

ふ
く
ま
る

ひ
と
め
ぼ
れ

水
チ
ヨ
ニ
シ
キ

ミ
ル
キ
－
ク
ィ
－
ン

コ
シ
ヒ
カ
リ

キ
ヌ
ヒ
カ
リ

ゆ
め
ひ
た
ち

ひ
た
ち
錦

日
  
本
 
 
晴

そ
　
の
　
他

水
稲
う
る
ち
計

稲
コ
コ
ノ
エ
モ
チ

マ
ン
ゲ
ツ
モ
チ

そ
　
の
　
他

水
稲
も
ち
 
計

水
 稲

 合
 計

ト
ヨ
ハ
タ
モ
チ

ひ
た
ち
は
た
も
ち

陸
 稲

 合
 計

夢
あ
お
ば

月
の
光

ホ
シ
ア
オ
バ

飼
料
用
　
計

注
）
過
不
足
数
量
が
負
の
値
は
、
前
年
産
よ
り
古
い
種
子
を
販
売
し
た
場
合

陸 稲 飼 料 用 合
　
　
　
　
計
　
　

過
不
足

数
量

（
A-
B
-

C
）

県
内
採
種

転
用
種
子

予
約
分

当
用
分

（
県
外
移

出
）

残
量
処
理

予
定
数
量

（
C）

（
回
転
備

蓄
実
績
）

種 類
品
　
　
種
　
　
名

生
  
 
産
 
 
 計

  
 
画

種
  
 
 子

  
 
 確

  
 
 保

  
 
 数

  
 
 量

申
　
込
　
状
　
況

－20－



５
．
平
成
３
０
年
産
（
３
１
年
播
種
用
）
大
豆
・
そ
ば
・
べ
に
ば
な
い
ん
げ
ん
種
子
　
品
種
別
確
保
実
績
及
び
種
子
申
込
状
況
表

平
成

３
１

年
３

月
３

１
日

現
在

　
（
単
位
：
ｋ
ｇ
，
ｈ
ａ
）

３
１
年
用

種
子
更
新

生
産
計
画

採
種
圃

前
年
備
蓄

県
外
導
入

確
保
数
量

（
県
外
移

申
込
実
績

計
画
数
量

数
 
 
 
 
量

面
 
 
 
積

合
格
種
子

準
種
子

種
 
 
 
 
子

種
 
 
 
 
子

合
 
計
（
A
）

出
数
量
）

合
 
計
 
(
B
)

タ
チ
ナ
ガ
ハ

里
の
ほ
ほ
え

み

ハ
タ
ユ
タ
カ

納
豆
小
粒

そ
 
の
 
他

計

そ ば
常
陸
秋
そ
ば

べ に ば

な い ん

げ ん
常
陸
大
黒

 
－
　

６
．
平
成
３
０
年
度
種
子
取
扱
　
総
合
表

種
 
　
子

県
 
　
内

県
 
　
内

必
要
量

配
布
量

配
布
量

ｔ
ｔ

％
ｔ

％

そ
　
　
ば

大 豆

計
～
8
0

～
6
3
3

～
8
0

～
1
0

計
裸
　
　
麦

～
8
0

～
3
6
9

陸 稲
小
　
　
麦

二
条
大
麦

～
8
0

～
9
9

～
8
0

～
1
5
5

ｔ

水 稲
六
条
大
麦

作
付
面
積

播
種
量

種
 
　
子

種
 
 
 
子

更
新
率

必
要
量

種 類
作
付
面
積

播
種
量

種
 
 
 
子

更
新
率

種
　
類

過
不
足

数
量

（
A
-
B
）

県
内
採
種

予
約
分

当
用
分

転
用

大 豆

平
成

３
１

年
３

月
３

１
日

現
在
　
（
単
位
：
ｔ
，
ｈ
ａ
）

種 類
品
種
名

生
 
 
 
産
 
 
 
計
 
 
 
画

種
 
 
 
 
子
 
 
 
 
確
 
 
 
 
保
 
 
 
 
数
 
 
 
 
量

申
　
　
込
 
 
 
 
 
状
　
　
況

－21－



公益目的事業５　（原種生産事業）

　①原種生産事業

平成31年3月31日現在　（単位：a,kg）

種類 品種名 作付面積 生産計画 生産実績 計画比 備考

コシヒカリ

チヨニシキ

ひとめぼれ

マンゲツモチ

夢あおば

水陸稲計

さとのそら

ゆめかおり

カシマゴール

ミカモゴールデン

キラリモチ

麦類計

里のほほえみ

ハタユタカ

納豆小粒

大豆計

　注）　麦類は平成29年秋播種,30年収穫

合　　計

平成30年度　原種の品種別作付面積及び生産実績

水
陸
稲

麦
類

大
豆
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公益目的事業６　（園芸振興事業）

①組織対策事業

（１）品目別振興対策協議会運営事業

（ア）各協議会全体

事業内容 期日 場所 備考

平成30年度 いばらき食と農のつどい 11月13日 中川学園調理技術専門学校  80名

（イ）茨城県くり生産者連絡協議会

事業内容 期日 場所 備考

総会及び研修会 6月15日 農業総合センター  55名

くり加工検討会（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑと共催） 7月26日 農業総合センター  25名

担い手育成圃場研修会 8月1日 園芸研究所  69名

栗選果場巡回調査 9月21日 県内産地   7名

機械研修会・共励会表彰式 12月6日 園芸研究所  60名

全果連総会・専門部会 2月13～14日 東京都   2名

（ウ）茨城県かんしょ生産者連絡協議会

事業内容 期日 場所 備考

総会及び研修会 6月27日 JA全農農機総合センター  62名

茨城をたべよう収穫祭 10月13･14日 常陸太田市 　1名

消費宣伝ＰＲ 11月11日 下妻市 　4名

リーダー研修会（食と農のつどい） 11月13日 水戸市  10名

さつまいも販売ＰＲ 12月8･9日 茨城町  12名

先進地研修会 　2月21～22日 北海道  21名

（エ）茨城県いちご経営研究会 　　

事業内容 期日 場所 備考

総会及び第6回茨城いちごグランプリ表彰式　 7月13日 農業総合センター  73名

「いばらキッス」生産拡大研究会 7月27日 園芸研究所 144名

いちごグランプリ現地審査　 1月22･25日 県内各地   9名

いばらき苺フェア 1月27日 イーアスつくば 来場者1,500名

いちご消費宣伝（いばたべHP） 2月7～17日 いばたべホームページ 応募者7,783名
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（オ）茨城県梨組合連合会

事業内容 期日 場所 備考

平成30年度販売対策会議 5月14日 JA全農茨城県本部  27名

平成30年度販売対策会議（第2回） 6月21日 農業総合センター  24名

全果連なし研究大会 7月4～5日 神奈川県 　2名

夏季研修会（早期成園化技術） 7月12日 園芸研究所  65名

幸水統一目揃会 7月23日 JA北つくば 107名

いばらきの秋梨「旬どまんなか」フェア 8月～10月 県内外各地  78名

あきづき統一目揃会 8月31日 土浦市地方卸売市場  57名

首都圏なし連絡協議会 11月27～28日 千葉県 　3名

平成30年度販売実績検討会 12月10日 土浦市  27名

冬季研修会（恵水の多収技術） 12月12日 園芸研究所 103名

県育成品種「恵水」苗木配布　 12月13～14日 園芸研究所 1,279本

通常総会及び研修会 3月8日 JA全農農機総合センター  83名

（カ）茨城県野菜養液栽培研究会

事業内容 期日 場所 備考

総会及び研修会　 6月5日 園芸研究所　  36名

施設園芸事業検討会 7月10日 農業総合センター  13名

ＧＰＥＣ研修 7月13日 東京ビッグサイト  10名

茨城をたべよう収穫祭 10月13･14日 常陸太田市  10名

リーダー研修会（食と農のつどい） 11月13日 水戸市   2名

会員施設現地研修会 12月11日 県南・県西地域  31名

先進地研修会  3月12～13日 先進地研修会  19名

（キ）茨城県施設園芸研究会

事業内容 期日 場所 備考

全野研群馬大会 7月19～20日 群馬県  12名

総会及び講演会・立毛品評会表彰 7月31日 JA全農農機総合センター 100名

リーダー研修会（食と農のつどい） 11月13日 水戸市   2名

施設野菜環境制御技術研修会 11月16日 園芸研究所  17名

冬季栽培講習会 12月4日 JA全農農機総合センター  72名

県外研修会 12月12日 栃木県  30名

第9回トマト・キュウリサミット 1月31日～2月1日 埼玉県  10名

現地検討会（トマト・きゅうり） 2月5日 茨城町・筑西市  44名

施設野菜立毛品評会二次審査 3月12･13日 県内各地 ﾄﾏﾄ・ｷｭｳﾘ2部門
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 ②生産対策事業

（1）園芸団体等強化支援事業実績（果樹経営支援対策事業等）

実施産地協議会名

常陸太田市果樹産地協議会

城里町果樹産地協議会

結城市果樹産地協議会

下妻市果樹産地協議会

筑西市果樹産地協議会

平成30年度交付決定・完了【第2次】
　①小規模園地整備（園内道の整備）
　・対象農家：1　対象園地：1　対象面積：3,771㎡
　・対象品目：なし　補助金額：473,508円
　②用水・かん水施設の整備
　・対象農家：2　対象園地：2　対象面積：2,672㎡
　・対象品目：ぶどう　補助金額：1,466,101円

大子町果樹産地協議会

笠間市果樹産地協議会

平成29年度交付決定・30年度完了【第2次】
　①優良品目・品種への転換及び果樹未収益期間支援
　・対象農家：2　対象園地：2　対象面積：2,475㎡
　・対象品目：なし　補助金額：965,249円
　

平成30年度交付決定・完了【第2次】
　①優良品目・品種への転換及び果樹未収益期間支援
　・対象農家：1　対象園地：1　対象面積：2,000㎡
　・対象品目：なし　補助金額：1,100,000円

平成30年度交付決定・完了【第2次】
　①優良品目・品種への転換及び果樹未収益期間支援
　・対象農家：1　対象園地：1　対象面積：743㎡
　・対象品目：なし　補助金額：408,650円

平成30年度交付決定・完了【第2次】
　①優良品目・品種への転換及び果樹未収益期間支援
　・対象農家：1　対象園地：1　対象面積：500㎡
　・対象品目：なし　補助金額：195,000円

平成30年度交付決定・完了【第2次】
　①特認事業（新植）及び果樹未収益期間支援
　・対象農家：1　対象園地：1　対象面積：942㎡
　・対象品目：なし　補助金額：233,240円

事業内容

平成29年度交付決定・30年度完了【第2次】
　①優良品目・品種への転換及び果樹未収益期間支援
　・対象農家：1　対象園地：2　対象面積：3,000㎡
　・対象品目：りんご･おうとう　補助金額：1,490,000
　　円
　②用水・かん水施設の整備
　・対象農家：1　対象園地：3　対象面積：21,000㎡
　・対象品目：りんご　補助金額：2,389,653円

平成30年度交付決定・完了【第2次】
　①優良品目・品種への転換及び果樹未収益期間支援
　・対象農家：1　対象園地：5　対象面積：9,260㎡
　・対象品目：りんご･ぶどう　補助金額：3,919,720円
　②用水・かん水施設の整備
　・対象農家：1　対象園地：1　対象面積：4,488㎡
　・対象品目：おうとう　補助金額：887,024円

平成29年度交付決定・30年度完了【第2次】
　①優良品目・品種への転換及び果樹未収益期間支援
　・対象農家：4　対象園地：7　対象面積：20,110㎡
　・対象品目：くり　補助金額：7,845,900円
　

平成30年度交付決定・完了【第2次】
　①優良品目・品種への転換及び果樹未収益期間支援
　・対象農家：4　対象園地：4　対象面積：10,166㎡
　・対象品目：くり･なし　補助金額：3,902,803円
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（2）園芸振興表彰事業実績

事　業　名 期日（授与日）

平成29年度茨城県花き立毛品評会 5月18日

第42回茨城県花の展覧会 5月18日

第38回茨城県鉢物品評会 6月6日

第22回茨城県施設野菜立毛品評会 7月31日

第 回茨城県施設園芸研究会石岡支部
立毛品評会

8月3日

第5回大子地区農産物品評会 11月18日

平成 年茨城県果樹生産力向上共励会
(くり)

12月6日

第87回茨城県菊花連盟菊花品評会 12月9日

第40回「友部の花」展覧会 3月22日

 ③流通対策事業

（1）県産野菜消費拡大事業

（ア）県産野菜料理セミナーの実施状況

実施校・機関名 期日

境町立境小学校 7月4日

水戸市立吉沢小学校 7月27日

大子町立南中学校 9月1日

つくば市立柳橋小学校 10月4日

笠間市立岩間第三小学校 10月18日

古河市立小堤小学校 11月9日

城里町立桂小学校 11月30日

計

（イ）県産野菜のPR活動等
イベント等名称 開催日 開催場所及び内容 主　催

茨城メロンキャンペーンin大阪 5月25～26日
・豊南市場
（大阪府・豊中市）
・県産メロンの試食・販売

県販売流通課

市場流通関係者と産地・生産者の
交流会

10月23日
・東天紅（東京都台東区）
・産地と市場関係者の交流

東京中央卸売市
場茨城県人会

日本一のレンコン料理フェア 11月1～30日
・土浦市周辺飲食店等
・レンコン料理の提供

いばらきれんこ
ん広域銘柄化推
進協議会

（２）農産物認証シールの配付状況

大 中 小

特別栽培農産物認証シール

シール種別
シール規格（枚）

茨城県果樹生産力向上共励会

茨城県菊花連盟

｢友部の花｣展覧会

参加者・人数

茨城県花き立毛品評会

茨城県花の展覧会

主　催

茨城県鉢物生産者協議会

茨城県施設野菜立毛品評会

茨城県施設野菜研究会石岡支部

JA常陸

児童　36名

334名

児童　86名

児童・保護者　40名

生徒・保護者　45名

児童・保護者　48名

児童　42名

児童　37名
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④園芸種苗事業

県育成品種の種苗販売量

項目 販売量

ネギ　：ひたち紅っこ　種子 36㎗

イチゴ：ひたち姫　　　親苗 627株

イチゴ：いばらキッス　親苗 14,954株

メロン：イバラキング　種子 276,200粒

メロン：イバラキング　接木苗 47,500本

コギク：常陸シリーズ　親株 235株

公益目的事業７（環境保全事業）

（１）農業用プラスチックの回収

事業内容 受入量

農業用塩化ビニール（農ビ） トン（前年比 ％）

うち，排出事業者による直接搬入 トン（前年比 ％）

農業用ポリエチレン（農ポリ） トン（前年比 ％）

（２）農業用プラスチックの中間処理

事業内容 生産量

農ビ グラッシュ生産 トン

農ポリから農ＰＯ（ポリオレフィン系
特殊フィルム ）を分別し，圧縮減容

トン

※平成 年 月 日～平成 年 月 日実績

公益目的事業８（野菜価格安定事業）

【価格差補給交付金交付額（平成 年 月～平成 年 月 日交付終了分】

（単位： ，千円）

県単野菜価格安定供給事業

特定野菜等供給産地育成価
格差補給事業

（１） 特定野菜事業

（２） 指定野菜事業

合 計

区分
項目

品目数 業務区分
交付予約

数量
交付準備金造成総額

価格差補
給交付金
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収益事業１　（農林業基盤整備等受託事業）

①　農業コンサルタント事業

　（ア）茨城６次産業化サポートセンター運営事業業務

区　　　分 事　　　　業　　　　内　　　　容

普 及 啓 発 ・ 相 談 件 数
　相談窓口を設置し，農林漁業者等からの相談に応じて専門家を派遣した。
　・6次産業化プランナー等を派遣した個別相談件数　　延べ182件
　・簡易な助言件数　　延べ22件

会 議 等 の 開 催
　事業の円滑な推進が図られるよう県及び関係機関と連絡調整を実施した。
　・６次産業化ブロック別情報連絡会議（県北，県央，鹿行，県南，県西）

情 報 の 収 集 及 び 提 供
　茨城6次産業化サポートセンターの業務を広報し事業の周知を図った。
　・ＰＲチラシの配付(2,000部)

　（イ）６次産業化委託加工先食品企業等調査事業業務

区　　　分 事　　　　業　　　　内　　　　容

委 託 加 工 先 企 業 等 の 調 査
　県内外の食品加工企業に対し，加工受託の可否，加工食品分野に対する
　調査を実施した。

デ ー タ ベ ー ス の 作 成
　加工受託が可能な食品加工企業のデータベース（企業概要，加工食品分野
　受託条件等）を作成した。

　（ウ）農地流動化計画策定等業務

委　　託　　者 事　　　　業　　　　内　　　　容

城里町 　基盤整備関連経営体育成等促進計画書作成業務

潮来市 　基盤整備関連経営体育成等促進計画書作成業務

行方市 　基盤整備関連経営体育成等促進計画書作成業務

鉾田市 　基盤整備関連経営体育成等促進計画書作成業務

稲敷市 　基盤整備関連経営体育成等促進計画書作成業務

那珂市 　農業農村活性化計画書作成業務

八千代町 　農業農村活性化計画書作成業務

常陸大宮市 　基盤整備関連経営体育成等促進計画書作成業務

笠間市 　基盤整備関連経営体育成等促進計画書作成業務

大洗町 　基盤整備関連経営体育成等促進計画書作成業務

　　　　　　　　　　　受託金額　　17,625千円

　　　　　　　　　　　受託金額　13,951千円

　　　　　　　　　　　受託金額　4,990千円

②　農用地等造成事業

　（ア）一般受託事業

　（イ）農地耕作条件改善事業

計

事業内容 実施市町村 実施地区 事業費

農地中間管理事業により担い手へ集積する
農地を畦畔除去等による大区画化，暗渠排
水整備を行うことにより，農作業効率の向
上を図り，農地集積の促進に寄与した。

千円

北茨城市他4市1町

千円

　茨城県開発公社　他３団体
用 地 管 理 業 務
（ 除 草 ）

計

委 託 者 事 業 内 容 件 数 受 託 金 額
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③　林業緑化コンサルタント事業

区分 種　　別 委 託 者 事　業　内　容

国 補 治 山 事 業 茨城県県北農林事務所 調査・測量・設計
千円

保 安 林 整 備 事 業 茨城県鹿行農林事務所 測量・設計(改植工等)

平 地 林 等 整 備 事 業 つ く ば 市 森林調査，工事費積算

茨城県林業技術ｾﾝﾀｰ採
種園等管理業務

茨城県林業技術
センター

採種園等の管理
（下刈，種子採種等）

そ の 他
(公社)茨城県林業
協会他

緑の雇用現場技能者育成
森林整備技士養成講習

合　　　　　　計

件数 受託金額

治
山
事
業

小　　　計

森
林
公
園
等

整
備
事
業

小　　　計

収益事業２ （種苗販売事業）

①種苗販売事業

セル成型苗の販売量

品 目 販売量 （本）

（野菜）

メロン

トマト

ナス

キュウリ

ピーマン

その他の果菜類

葉菜類

野菜計

（花き）

花き

合計
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3　総会・理事会開催状況

場    所

１　平成29年度事業報告並びに収支決算報告について

２　平成30年度会費・負担金の賦課及び徴収について

３　定款の変更について

４　役員の選任について

５　運営委員の選任について

６　平成30年度理事及び監事の報酬総額について

場    所

１　平成29年度事業報告，事業報告の附属明細書，貸借対

　　照表，正味財産増減計算書，貸借対照表及び正味財産

　　増減計算書の附属明細書，財産目録の承認について

２　第13回定時総会の開催について

１　常務理事の選定について

２　事務局長の廃止に伴う関係規程等の改正について

３　主要農産物種子生産に係る関係規程の改正について

１　公社の公益目的事業の統合について

１　平成31年度事業計画，収支予算，資金調達及び，設備

　　投資の見込み（案）の承認について

２　茨城県農林振興公社運営の基本方向（2016-2020）の

　　改定について

３　平成30年度種子事故補償について

４　公益社団法人茨城県農林振興公社就業規則の一部改正

　　について

議　　　　　題

茨城県市町村会館

②理事会

第13回

回 年月日 議　　　　　題

第１回

①総会

茨城県農林振興公社

回 年月日

茨城県市町村会館

第３回
(臨時)

茨城県農林振興公社

第４回 茨城県農林振興公社

第２回
(臨時)
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　監事監査（公社）

　平成30年度第１回理事会（公社）

　就農支援者研修会（水戸市）

　第13回定時総会（水戸市）

　平成30年度第２回臨時理事会（水戸市）

　穀物改良事業推進会議・研修会（茨城町）

　平成30年度茨城県野菜養液栽培研究会総会（笠間市）

　茨城県採種部会協議会総会（公社）

 6. 9～10 　いばらきメロンフェア（水戸市）

　平成30年度茨城県くり生産者連絡協議会総会（笠間市）

　農地中間管理事業評価委員会（水戸市）

　平成30年度茨城県かんしょ生産者連絡協議会総会（茨城町）

  常陸秋そば振興協議会総会（水戸市）

　平成30年度茨城県いちご経営研究会総会及び茨城いちごグランプリ表彰式(笠間市)

　平成30年度農地中間管理事業に関する農水省ヒアリング(東京都)

  平成30年度茨城県施設園芸研究会総会及び立毛品評会表彰式（笠間市）

　就農相談会「新農業人フェアinいばらき」（水戸市）

 8. 4～26 　食虫植物展(県植物園）

 8. 6～7 　農業用ポリエチレン処分場研修（ひたちなか市，つくば市，古河市）

　農地集積・集約化推進大会（小美玉市）

 8.18～19 　ナイトガーデン・ナイトツアー（県植物園の夜間開放日）

　平成30年度第３回臨時理事会（公社）

　ハロウィ～ンda植物園（県植物園の夜間開放日）

　秋まつり（県植物園）

　監事監査（公社）

　就農相談会「新農業人フェアinいばらき」（つくば市）

12. 1～24 　トロピカルクリスマス(県植物園）

　Xmas　キャンドルナイトｉｎ植物園（県植物園の夜間開放日）

 1.18～20 　早春の洋ラン展（県植物園）

　就農希望者激励会「目指せニューファーマーのつどい」（水戸市）

　いばらき苺フェア（つくば市）

　茨城県農業担い手確保育成推進協議会（笠間市）

　平成30年度茨城県稲作・そば共進会表彰式（水戸市）

　第3回運営協議会（水戸市）

  平成31年度茨城県梨組合連合会総会（茨城町）

　平成30年度第４回理事会（公社）

 5. 3～ 6

 5.26～27

事　　　　　項

　春のバラ展（県植物園）

　春まつり（県植物園）

4　主な行事等

年　月　日

12. １

10.7～8
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５ 組　　織

①　役員（理事，監事）

②　職　員

（注）　上段（　）内は，県派遣職員で内数である。

　※事務局長は，平成30年5月31日まで専務理事が事務取扱者。

　※平成30年6月1日から組織再編により事務局長を廃止。

計

計

  　(2)　　

期　首
増　加

非常勤
理
　
事

小　計

  　(2)　　

　　5　名

監　　　　　　　事

穀 物 改 良 部

　　　　　　　区分
 部門

　　　　　　　区分
 役員

期　首
就　任

  　(1)　　

－

常　勤

期　末

－

退　任

  　(2)　　

　　5　名

  　(1)　　

期　末

※事務局長 

－

  　(0)　名

総 務 企 画 部

－

－

－

－

－

  　(0)　　
－

  　(10)　　

－

  　(0)　　

  　(2)　　
－

－
  　(3)　　

－

担 い 手 支 援 部

  　(2)　　

農地中間管理事業部

－

園 芸 振 興 部

施 設 管 理 部

林 業 緑 化 部

－

－

－

－

－

－

  　(0)　　

  　(0)　名　　 　　　名  

－

－

－

－

減　少

  　(3)　　

  　(0)　　

  　(10)　　

  　(2)　　

　　　　　 名  
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③　嘱託員

　　1　名 － － 　　1　名

－ －

－

－

－ －

6　主な施設・機械等

期　首
増　加 減　少

期　末
備　　　　考

１ 15,425　㎡ － － 15,425　㎡ 　県から借用

２

事 務 所  672.5　㎡ － －  672.5　㎡ 　鉄筋コンクリート2階建

車 庫 及 び 分 室   198　㎡ － －   198　㎡ 　鉄筋スレート葺

連 絡 車 車 庫   258　㎡ － －   258　㎡ 　　　　　〃

農 機 具 庫   132　㎡ － －   132　㎡ 　　　　　〃

重 機 車 庫   431　㎡ － －   431　㎡ 　　　　　〃

３ 2　台 － － 2　台

４ 8　台 － 9　台 　うち，県から借用6台

５ 9　台 － － 9　台 　うち，県から借用9台

６ 6　台 － 1　台 　うち，県から借用1台

７ 6　台 － 13　台 　うち，県から借用2台

８ 34　台 － 38　台連 絡 車

種　　別

建 物

敷 地

コ ン バ イ ン 等

バ ッ ク ホ ー

穀 物 改 良 部

園 芸 振 興 部

　　　　　　　　　　　区　分
 　部　門

ト ラ ク タ ー

担 い 手 支 援 部

総 務 企 画 部

減　少
期　首

作 業 車

ト ラ ッ ク

期　末

計

林 業 緑 化 部

農 地 中 間 管 理 事 業 部

施 設 管 理 部

増　加

－33－



「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34条第3項に規程する事業報告の

附属明細書の記載については，「Ⅰ事業報告」で報告した以外に事業報告の内容を補足する

重要な事項がないため，報告するものは有りません。

Ⅱ　　事業報告の附属明細書
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